
4月から国民年金保険料の額が変わります
　令和7年度の国民年金保険料（以下「保険料」）は月額17,510円（令和6年度は16,980
円）です。保険料の納付方法は、納付書による現金納付だけでなく、口座振替やクレジットカ
ード・スマートフォンアプリなどによる納付があります。また、1年度分、6か月分などまとめて納
付（前納）すると割引されます。ご自身に合った納付方法で納付期限までに納めましょう。

c岐阜南年金事務所　☎273‐6161　／　住民課　☎388‐1115

対象者 送付時期

現金・スマートフォンアプリで納
付している

保険料の免除・納付猶予の承認
を受けている

年度途中で60歳になる

保険料の一部が免除されている

20歳になった

退職した

令和7年4月

令和7年7月

令和7年4月

令和7年4月

20歳になった後、
約2週間程度

国民年金届出の処
理後、約2週間程度

令和7年4月分～令和8年3月分

令和7年7月分～令和8年3月分

令和7年4月分～60歳の誕生日の前日が属する月の
前月分

令和7年4月分～6月分

20歳の誕生日の前日が属する月分～令和8年3月分

国民年金第1号資格取得日（退職日の翌日）～令和8
年3月分

送付される納付書

国民年金第1号被保険者の方は、日本年金機構から納付書が送付されます

子どもたちの心身ともに
健やかな成長を支える居場所の重要性教育委員会だより

　現代社会において、子どもたちの心身の健や
かな成長を支えるためには、多様な「居場所」の
提供が重要です。学校や家庭だけでなく、地域
社会やオンラインコミュニティも含めた多様な環
境が、子どもたちの成長を豊かにします。
　まず、子どもたちが自由に遊び、学び、交流で
きる物理的な居場所は、心身の健康にとって欠
かせません。地域の公園やスポーツ施設、図書
館などは、子どもたちが体を動かし、心を開放す
るための重要なスペースです。例えば、地域の
スポーツクラブや市民講座に参加することで、
身体能力の向上だけでなく、異なる年齢の人々
との交流を通じて社会性も育まれます。さらに、
地域社会との結びつきも、子どもたちの成長を
支える重要な要素です。
　また、家庭は最も身近な居場所として、子ども
たちの安心感を提供します。家庭での食事や、
親とのコミュニケーションは、子どもの心の安定
に寄与します。家庭での居場所をより快適にす
るためには、親が子どもの話に耳を傾け、理解し

ようとする姿勢が大切です。
　一方で、デジタル技術の発展により、オンライ
ン上でも新しい居場所が生まれています。SNS
やオンラインゲームなどは、子どもたちにとって
新しい繋がりを築くためのツールとなっています。
今年度、12月5日（木）に開催した羽島郡学校保
健研究大会において、岐阜県警察本部生活安
全部少年課 少年育成支援官の田中聡様より
「子ども達と関わる現場から～大人との関わり
方・少年非行の現状～」と題し、講演をいただき
ました。携帯電話が普及し、ネットに関する事件
が増えています。とても便利なツールも、使い方
を間違えてしまうと命を奪ってしまう危険なもの
になってしまいます。それを防ぐ為にも保護者や
学校は、子どもとプライバシー設定の確認や使
用時間の制限について話し合う等、子どもたち
が安心してデジタル空間を利用できるよう、環境
を整えることが大切です。
　家庭と学校と地域が協力し合い、子どもたち
の健やかな成長を支えていきましょう。

　今回は、竹とんぼとそれに打ち込む人 と々の出会いから感じたこ
とを綴ります。
　竹とんぼは、子どもの頃に作って遊んだものですが、当時は1階
の屋根の高さや、距離にして5mも飛べば、よく飛ぶと自慢していた
記憶があります。その竹とんぼが進化を遂げ、現在はスーパー竹と
んぼなるものが登場し、高度40m、滞空時間20秒、距離50mほど
飛ぶとの情報に一瞬耳を疑いました。非常に興味深かったので、早
速インターネットで調べたところ、飛ばし方や製作方法などの映像
や資料は見つかりました。しかし、実際に本物に触れないと分から
ないと思い、三重県で開催された「2024全国竹とんぼ大会」に出
向きました。
　会場に到着すると、10代から90代の総勢50人ほどの選手が競技前の練習を行っていましたが、10
から12㎝ほどの羽根をもつ竹とんぼが勢いよく舞い上がり、長時間にわたり飛んでいる様子を目の当た
りにして、「これがスーパー竹とんぼか…」と言葉を失うほどの感動を覚えました。
　競技は、滞空時間、高度、飛距離の三種目があり、種目に応じて竹とんぼの羽根の形状や大きさ、揚
力を生むための角度等が異なっていました。競技が始まり、選手一人一人が願いを込め、「そりゃー」と
気迫のこもった声とともに竹とんぼに回転を与えます。スッと舞い上がる竹とんぼは、空中で点にしか見
えないほど高いところまで飛んでいきます。観衆はその行方を見上げ、歓声を上げながら笑みを浮かべ
ていました。一つの競技種目を終え休憩時間になると、選手が集まり、形状、構造、素材、重量、飛ばし
方など互いに改良したところを交流していました。特に金属や他の素材を埋め込み、飛びの性能を向上
させた象嵌の竹とんぼには、多くの工夫を見ることができました。私も国際竹とんぼ協会会長の高橋様
にお話を伺いました。例えば軸については、丸棒ではなく面取りをした3㎜ほどの角柱にすることで滑り
を防ぐことや、滞空時間を長くするために回転力が持続するよう外側に向けて羽根を大きくし重量を増
すこと、飛ばし方では、左右の中指の先まで一杯の距離を使って回転を与えるなど、数々の知恵やコツ
をお話しいただきました。
　全国から集う有志たちが、夢を持ち感動を求めて共に過ごすとても素敵な時間と場に、「Well-Being
に満ちた社会」の縮図を見たような気がしました。
　現代は、変化が激しく先行き不透明な時代を迎えており、新たな価値や答えを生み出すことが求めら
れています。既に様々な分野において多様な答えが生まれていますが、その方向性はいずれも「人々の
幸せ」にあります。

　子どもたちには、自身の持ち味を発揮できる分野を見付け、強い願
いを持って追求することを大切にしてほしいと願います。時に、困難に
も出会うでしょうが、願いの強さはそれを乗り越える力となり、求める
ものへと歩み続けられると信じています。一つのことに没頭できる幸
せは、それにつながる人々への幸せとなり、感謝の思いは自身の幸せ
をより大きくしてくれるでしょう。子どもたちが、これからの社会を形成
する喜びを味わえる人へと育つことを心から願っています。

教 育 長 コ ラ ム

願いを共にして追及する楽しさ、素晴らしさ
～竹とんぼの世界から～

羽島郡二町教育委員会
教育長　野 原 弘 康
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